
学校番号 １０６ 

平成 31年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版「生物基礎」 （数研出版） 

副教材等 五訂版リードα 生物基礎（数研出版）、ニューステージ生物図表（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「生物」は理科の中でも、もっとも身近な学問かもしれません。なぜなら私たち自身が「生物」で

あるからです。生物基礎では小・中学校での理科の学習を踏まえ、「遺伝子」、「恒常性」、「生

態系」という 3つの視点から、人と自然との関係に特に注目しながら学んでいきます。さまざまな

病気や環境問題が存在する現代社会で生活していくうえで欠かすことができない、ぜひ身に付けて

おいて欲しい生物の基礎事項を扱います。 

 

２ 学習の到達目標 

生物と遺伝子について観察、実験などを通して探求し、細胞の働き及びＤＮＡの構造と機能の概要

を理解し、生物についての共通性と多様性の視点を身につける。生物には体内環境を維持するしく

みがあることを理解し、体内環境の維持と健康との関係について認識する。生物の多様性と生態系

について学習し、生態系の成り立ちを理解してその保全の重要性について認識する。以上の点を踏

まえ、日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を深め、生物学の基本的な概

念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら、生

物や生物現象に関心

や探究心をもち、意欲

的にそれらを探求し

ようとするとともに、

科学的な見方や考え

方を身に付けている。 

生物や生物現象の中

に問題を見いだし、探

求する過程を通して、

事象を科学的に考察

し、導き出した考えを

的確に表現している。 

生物や生物現象に関

する観察、実験を行

い、基本操作を習得

するとともに、それ

らの過程や結果を的

確に記録、整理し、

科学的に探求する技

能を身に付けてい

る。 

生物や生物現象につ

いて、基本的な概念

や原理･法則を理解

し、知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１
学
期 

生
物
の
特
徴 

生物の多様性と共通性 ○  ○  

a: 生物のもつ特徴としての多

様性と共通性に関心をもつ。 

b:エネルギーとはどのようなも

のかをミトコンドリアと葉緑

体のはたらきを通じて考察す

る。 

c: 「生物の多様性」に関する探

究活動を行い、顕微鏡観察等

の生物学的に探求する方法の

基礎を習得する。 

d: 生命活動の中での酵素や

ATPの役割や、ミトコンドリア

での呼吸、葉緑体での光合成

の内容について理解する。 

学習状況 

ノート・プリン

ト 

観察 ・実験

の記録 

定期考査 

エネルギーと代謝  ○  ○ 

光合成と呼吸  ○  ○ 

生
物
と
遺
伝
子 

遺伝情報と DNA ○    

a: 遺伝子という概念が DNA と

いう具体的な物質として理解

されることに興味をもつ。 

b: 体細胞分裂における DNA の

複製と分配の周期の意味を考

察する。 

c: 試料から DNA を抽出する手

法を学ぶ。細胞周期の各期に

費やされる時間を推定する計

算を正確に行う。 

d:生命活動の中での酵素や ATP

の役割や、ミトコンドリアで

の呼吸、葉緑体での光合成の

内容について理解する。 

学習状況 

ノート・プリン

ト 

観察 ・実験

の記録 

定期考査 

遺伝情報の分配  ○ ○  

遺伝情報の発現    ○ 

２
学
期 

生物と遺伝子に関する探究

活動 
  ○ ○ 

生
物
の
体
内
環

境 体液という体内環境 ○  ○  

a: 多細胞生物にとって体液が

体内環境であることに興味を

もち，その組成や循環の意味

などについて積極的に学ぼう

学習状況 

ノート・プリン

ト 

 



腎臓と肝臓   ○ ○ 

とする。 

b: 自然免疫と獲得免疫につい

てその機構の共通点・相違点、

関連について考え、説明でき

る。 

c: 酸素解離曲線および濃縮率

について生物学的な現象を理

解した上で、正確に計算を行

うことができる 

d: DNAの情報に基づいてタンパ

ク質が合成されていること、

腎臓と肝臓がもつ多様な機

能、体内環境の維持に自律神

経とホルモンが関わっている

ことを理解し、知識を身に付

けている。 

観察 ・実験

の記録 

定期考査 

神経とホルモンによる調節    ○ 

免疫  ○   

生物の体内環境に関する探

究活動 
  ○  

３
学
期 

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

さまざまな植生 ○    

a: 地球上のさまざまな植

生、気候とバイオーム、生

態系のバランスについて

関心をもち、意欲的に探求

しようとする。 

b: 生態系を構成する非生物的

環境と生物間の関係について

および生態系のバランスが人

類の活動でどのように変化し

つつあるのかについて考え、

的確に説明できる。 

c: 有機物の収支について総生

産量・純生産量・同化量等の

関係を数式で表すことができ

る。 

d: 植生遷移の過程と遷移が起

きるしくみについて理解し、

生態系における炭素・窒素の

循環とそれぞれの特徴を理解

する。 

学習状況 

ノート・プリン

ト 

定期考査 

植生の遷移    ○ 

気候とバイオーム ○    

生態系  ○   

物質循環とエネルギーの流れ   ○ ○ 

生態系のバランス ○    

人間活動と生態系の保全  ○   

生物の多様性と生態系に関

する探究活動 
  ○  

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）



の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 

 


